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	応用
	抗原情報
	背景
	FoxD3はフォークヘッドボックスファミリーのメンバーであり、翼状らせんDNA結合構造とそれが胚発生で果たす重要な役割を特徴とする。この転写制御因子は、マウス胚発生の着床前および着床周辺段階で多能性の維持に必要であり、栄養膜形成にも必要である。FoxD3は哺乳類の神経堤の維持に必要であり、FoxD3(-/-)マウス胚は着床の前後で神経堤由来の構造を失い、機能不全に陥る。FoxD3はまた、Oct-4およびNANOGとともに制御ネットワークを形成し、ES細胞の多能性を維持している。神経管前駆細胞から神経堤細胞の発生を促進する。神経前駆細胞を神経堤系統に制限し、介在ニューロンの分化を抑制する。胚発生の着床前段階および着床周期における多能性細胞の維持に必要。組織特異性：慢性骨髄性白血病、Jurkat T細胞白血病、および奇形癌細胞株で発現が認められたが、検査した他の細胞株および正常組織では発現が認められなかった。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	FOXD3マウスmAbを用いたNTERA-2（1）、HUVE-12（2）、HEK293（3）、Hela（4）、Jurkat（5）、K562（6）、RAW264.7（7）、NIH/3T3（8）、およびCOS7（9）細胞溶解物に対するウエスタンブロット解析。
	

	DAB 染色による FOXD3 マウス mAb を使用した、パラフィン包埋ヒト肺癌組織 (左) と卵巣癌組織 (右) の免疫組織化学分析。

